競技上の注意
１
競技は、２０１７年日本陸上競技連盟規則及び本大会要項により実施する。

２
練習は競技場内のランニングコースを使用すること。ただし、ホームストレート側は使用禁止とする。投てきの練習は、競技時刻前に設ける。
３
各種目とも個人選手権とし、リレーは学校対抗とする。
４
ナンバーカードについて
（1）競技者は規程のナンバーカードをユニフォームの背と胸に付ける。ただし、走高跳、棒高跳の競技者は、背または胸の片方でよい。
（2）トラック競技に出場する競技者は、腰ナンバー標識を結着する。ただし、800m、1500m、3000mに出場する競技者は、大会事務局が用意した腰ナンバー標識を結着する。
５
走路順・試技順は、プログラム記載の上段から下段、左から右への順で行う。

６
招集について
（１）招集所は競技場第４コーナー外側に設けるテントとする。
（２）招集時間に遅れた者は出場できない。
（３）招集は最終コール（役員による点呼）のみ行なう。その際、役員にナンバーカードと、レーンナンバーカード、スパイク、競技場内への持ち込み物品の確認を受けたのち、役員の誘導に従って入場する。
　　・トラック競技は、競技開始の２５分前に呼出を開始し、１５分前に完了する。

・フィールド競技は、競技開始の３０分前に呼出を開始し、２０分前に完了する。

・四種競技は、１種目目のみ招集所で招集を行なう。２種目目以降は、スタート地点　

　またはピットに各自集合する。時間は上記のトラック競技・フィールド競技に準じる。

（４）２種目を同時に兼ねて出場する競技者は、あらかじめその旨を本人または代理人が、当該競技の招集完了時間前に申し出ること。
（５）競技を棄権する場合は、あらかじめその旨を本人が競技者係に申し出ること。
７
４００ｍまでの競技は、セパレ－トレーンで行う。

８
８００ｍ以上の種目はオープンレーンで行う。
９
低学年４×１００ｍの走者は、１・２年生で編成し、部員がいない場合は1年生のみ、または2年生のみでもよい。

10　走高跳のバ－の上げ方は次のようにする。但し、状況により変更することがある。
男子：（練習１.３０ｍ）１.３５ｍ ～ １.５０ｍは５cm刻みで、以後３cm刻みとする。
女子：（練習１.１０ｍ）１.１５ｍ ～ １.４０ｍは５cm刻みで、以後３cm刻みとする。
11　四種競技の走高跳のバ－の上げ方は次のようにする。
男子：（練習１.２０ｍ）１.２５ｍ ～ １.４５は５cm刻みで、以後３cm刻みとする。
女子：（練習１.０５ｍ）１.１０ｍ ～ １.３０は５cm刻みで、以後３cm刻みとする。
12　ハ－ドル（障害走）は次のとおりとする。（四種競技も同様）

１１０ｍＨ：高さ９１.４cm、台数１０台、スタートから１台目まで１３.７ｍ

　　　　　　　　　　インターバル９.１４ｍ、最終ハードルからゴールまで１４.０２ｍ 
１００ｍＨ：高さ７６.２cm、台数１０台、スタートから１台目まで１３.０ｍ   
　　　　　　　　　　インターバル８.００ｍ、最終ハードルからゴールまで１５.００ｍ
13　リレーのオーダー用紙は、招集完了１時間前までに招集所に１部提出する。 
14　表彰は、リレー競技のみ閉会式で行う。

15　スパイクピンは、９mm以下の平行ピンを使用すること。

16　競技場内には当該競技者と関係役員以外は立ち入らないこと。その他の競技者は、本部スタ　　ンドの裏を通ること。

17　不正スタートについて、１回目のフライングでも責任を有する選手は失格となる。
注意事項   
１
貴重品は、各校で責任をもって保管する。

２
トイレは、競技場・野球場・キャンプ場のトイレを利用する。

３
フォッサマグナミュージアム周辺の公園には立ち入らない。

４
野球場・ソフトボール場前の自動販売機は絶対に利用しない。

５
競技者の服装・頭髪・マナー及び入場行進が中学生らしくあること。
